１０　祈りといやしⅡ　使16:16～18
すべての病気は、肉の病、心の病、たましいの病(霊的な病)の三つに大きく分けられる。

これらの病は、別々のものではなく、互いに密接な関係を持っている。
肉の病とは、癌や神経痛、糖尿病など、目で確かめられる病であり、
心の病には、ノイローゼ、不安、思い煩い、神経性の患い、堕落した習慣などがある。

また、霊的な病とは、精神病、悪霊につかれたこと、訳も分からない苦しみなどを意味する。

１．病気になる過程
(1)神様は肉体のすべての器官に、目に見えない自律神経を備えてくださった。この神経が弱くなった時、その器官は病を患うようになる(洪泰秀博士：生態学教授)。神経が丈夫であれば、病気に対して内部から抵抗できるので、病気にならずにすむ。

(2)この神経はすべての背骨とつながって働き、その背骨は脳(頭)と直結されている。また、脳は思いと心に関係するものである。(カイロプラクチック研究会)。

(3)思いと心はたましいとつながるものなので、結局、信仰なくしては、だれもが正しい生き方は期待できない。現在健康な人でも、試練にぶつかった時、その人のたましい、心、肉体は病を患うようになる。
２．精神病や霊的な病はサタン(悪魔)と偽りの霊(悪霊)の働きによってもたらされるものなので、こういう病気は聖霊の力でなければいやすことができない。

(1)心の病･･･悪霊の働きなので、自分の力では治療できない。環境によっての多少の違いはある。

(2)災い、不和、失敗･･･これらが続くのは、みな霊的な問題である。

(3)悪霊に仕えること･･･この病気はサタン(悪魔、悪霊)の力に強力に縛られている状態なので、本人も苦しみ、家族にまでつながる。

３．病気が人間に現れるようになった正確な時期と理由は何か

(1)創3:1-19に記録されている　　　　　　　　　　(2)結果－使8:4～8、16:16～18

(3)だれがもたらしたのか(創3:1,15、Ⅱコリ12:7)  (4)何ゆえに入ってくるようになったのか

４．どのようにいやされるのか

(1)霊的な病気－精神病、悪霊につかれた病気

　イエスの御名によって退け、祈り続けることによって信仰を持つようになれば、逃げ去る。
(2)心の病気－偽りの霊の働きなので、聖霊に満たされれば勝てる。そのままにしておくと、体の病気に移る。

(3)肉体の病気－病気になると、病気そのものを病魔の勢力(Ⅱコリ12:7)悪用するので、イエスを受け入れた者が、イエスの御名で祈れば、病魔の根源(病の根源、原因)がすぐさま離れる。弱くなった体と神経は、信仰(みことば、祈り、聖霊の満たし)で祈れば、食べ物(薬)と正常な信仰生活とみことばに基づく信仰(神様にゆだねる信仰)によっていやされる。

５．イエスの御名によって祈るといやされる理由

(1)根源の問題が解決されるから(ヨハ1:12、Ⅰヨハ3:2,8)

(2)病をもたらす者が離れ去るから(使16:16～18)

(3)十字架の上ですべてを完了した(イザ53:5,6)
６．すべての信徒にこの権威が与えられた
マコ3:14,15、マタ10:1～3、ルカ9:1～4、ルカ10:1～3、ルカ10:17～20、使5:16、使8:7、
マコ16:17
